




要約 合成ペプチドを用いて HTLV-1 の gag 及び env 蛋白上の 12 の抗原性発現領域を明ら

かにした。これらの領域に対応するペプチドを用いて、HTLV-1 保有者(ATL および HAM の

患者、ゼラチン凝集法(PA)と間接螢光抗体法(IF)で陽性の献血者及び、PA 陰性 IF 陽性の

献血者)血清の各抗原性発現領域に対する抗体の分布を調べた。その結果 gagp19 のアミノ

末端から 100-130 領域及び env gp46 175-199領域に相当する 2種のペプチドで HTLV-1 保

有者血清の抗体は完全に検出できる事を明かにした。そこで、献血者の血清を対象として、

この 2種のペプチドを用いて酵素抗体法く ELISA)で抗体の検出を行なった。その結果、PA

と IF で陽性の血清 254 検体および PA 性 IF 陽性の検体(プロゾーン血清)14 検体はすべて

陽性、PA 陽性で IF 陰性の血清 149 検体および PA と IF ともに陰性の血清 317 検体はすべ

て陰性と判定された。


